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(以下「CiLT」, 2006)。生涯学習として自律した学

習者を育成し国際社会で活躍できる人材を育成す

ることは日本の喫緊の課題（文科省, 2011a; 

2011b）であり、中でも語彙・文型の複雑さや分

量等、質・量ともに多く学習する高校時代は英語

力をつける重要な時期である。

　本研究の目的は、ポートフォリオを高校生の英

語学習に用いることの有効性と課題を明らかに

し、自律した学習者の育成にポートフォリオをい

かに有効に活用することができるか提案すること

である。本論文では、2013年6月に「第43回中部

地区英語教育学会富山大会」で発表した「ポート

フォリオ使用による高校生の英語力への影響と使

用実態」（米田・西村・細川, 2013）の結果を踏

まえて、当該研究結果の背景を明らかにし、ポー

トフォリオを使用する有効性と課題を探る。本研

究で用いた材料はCommon European Framework 

of Reference for Languages: Learning, teaching, 

assessment（以下「CEFR」）に直結したケンブリ

ッジ英検（模試とコンピュータテスト）、ポート

フォリオ、そして質問紙であるが、本論文では、

高校生への質問紙と教員への聞き取り調査の結果

Ϩ . はじめに：本研究の背景と目的

　2011年、文部科学省（以下「文科省」）（2011a）

は「国際共通語としての英語力向上のための5つ

の提言と具体的施策～英語を学ぶ意欲と使う機会

の充実を通じた確かなコミュニケーション能力の

育成に向けて～」の中に小学校から高校までの一

貫した英語教育の必要性やCan Doを各中学校・

高校で設定し、その達成度を公開するようにとの

提言を盛り込んだ。

　文科省のCan Doはあくまでも指導者側の到達

目標であり、学習者と共有するものではない。し

かし、学習を促進するためには学習者が目標を設

定し、自己を振り返る自己評価が必要不可欠であ

るとする研究がある（橋本, 1983; 今井, 2007)。

学習を促進し英語力を向上させるならば目標設定

と自己評価を教育の一部に取り入れる必要がある

だろう。

　学習者の自律性を高めるツールとしてポートフォ

リオの活用が有効であるとする研究がある（投野, 
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A1 ～ B1であり、日本人学習者には大学生まで使

用できるレベルになっている。

　使用方法としては、Biographyは出来るだけ頻

繁に書かせることで自分の学習を振り返らせ、

Dossierは学期最初から使用させ学期ごと、年ごと

に進歩を感じさせられるようにする。Passportは

学期末や年度末などに記入させる、また指導の際

はきちんと時間をとり定期的に取り組ませること

が大事であると述べている（CiLT, 2006: 6-13）。

　一方、ELPをそのまま日本の学校現場で使用

することは難しいと考え、我々科研チームは様々

な研究を参考に本来の目的が遂行できるものを目

指し簡略版を作成した。しかし授業内容とCan 

Doリストのつながりが見えにくい、半年に1回で

は時間的に間が空きすぎるという意見が研究協力

校からの聞き取り調査や質問紙で複数の指摘があ

ったため、学習の記録としてのユニットごとのポ

ートフォリオを実態に応じて作成した（資料１，

資料２参照）。

Ϫ . 先行研究 

　本章ではポートフォリオの有効性について行わ

れた先行研究について述べる。まず、大学生を対

象としたCan Doリストの有効性に関する研究で

は、学力低群の英語力向上に効果があったが動機

は下がったと示された（米田・西村・細川 , 

2012）。次に、大学生学力低群を対象とした細

川・西村(2013)の研究では、ポートフォリオを

用いた研究では動機づけにはやや効果があるが、

英語力向上には効果があるとは断定できないと示

された。大学生学力高群を対象とした米田・西村

(2013) の研究では、動機づけおよび学力に対す

る効果はみられなかったものの、異文化間接近―

回避傾向（異文化背景を持った人と関わりを持と

うとする傾向）が強いグループおいては、ポート

フォリオを使用しないと英語力低下に繋がるとい

うことが示された。ここからも分かるように、い

ずれの研究からも大学生の英語学習への動機づけ

や学力向上にポートフォリオ使用の明確な有効性

は示されなかった。

　高校生を対象にした研究（米田・西村・細川, 

2013）では、学習意欲への影響について、ユニ

ットごと（資料１）と簡略版（資料２）の2種類

を中心に論じる。

ϩ．ポートフォリオとは：目的と使用法

　ポートフォリオとは、本来「紙ばさみ」のこと

であるが、最近は学習の記録として教育界でも使

用の機運が高まっている（JACET教育問題研究

会, 2010; 西岡, 2011; 高浦, 2001）。本研究で使

用したポートフォリオとはCouncil of Europeが

CEFRの具現化を目的に作成したEuropean 

Language Portfolio （以下「ELP」） を基にして科

研チームで作成したものである。筆者が研究材料

としてこれを基にした理由は、国際社会で活躍で

きる人材育成ならば国際標準であるCEFRとそれ

と直結したケンブリッジ英検とELPを用いるこ

とで評価基準が統一されると考えたからである。

　ELPの主な役割は、①言語能力の到達目標の

明示、②学習者の実際の言語使用の記録、③「振

り返り」のツール、④自律的な学習者の育成、な

どである（投野 , 2013:19-20; CiLT, 2006: 2）。

このELPは3部構成になっている。「言語パス

ポート(Language Passport)」では、言語に関

する資格やCEFRに基づいたCan Doを用いた

自己評価・教師の評価を記入する。「言語学習

記録(Biography)」では学習過程を観察しながら

言語学習や異文化体験を記入し、「資料集

(Dossier)」では成績記録や自分の作品などを自己

判断で保管する。特に興味深いのはELPの「ね

らい」である（CiLT, 2006: 3）。以下、抜粋した

ものを列挙する：

-become more aware of the importance and 

　value of knowing different languages

-value and promote cultural diversity

-reflect on and evaluate ways in which they 

　learn

-develop responsibility for their learning

-build up knowledge and understanding

　

　上記からも分かるようにCEFRが提唱する複文

化・複言語主義と行動主義とが明確に示されてい

るだけでなく、メタ認知力も養うことをねらいと

している。本研究で参考にしたのはジュニア版な

ので7～ 11歳用ではあるが、英語力のレベルが
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がらない理由と背景を探ることとした。

ϫ . 方法

　先行研究（米田・西村・細川, 2013）の調査の

方法と同様であるが、本論文では質問紙に焦点を

当て、学力テストについては割愛する。

1. 参加者

　石川県の高校生男女、公立（A校）2年生80名，

私立（B校）1年生55名（各校2クラス）の計135

名が参加した。各校で一方のクラスを実験群、他

方を統制群とした。

　両校の英語担当教諭各1名であった。

2. 時期

　2012年の8月と2013年の3月に調査を実施した。

3. 材料

　調査材料はポートフォリオの使用状況、学習意

欲へのポートフォリオの影響と有益感を尋ねる質

問紙を用いた。質問項目には「ポートフォリオを

見るともっと頑張ろうと思う」という項目と、簡

略版とユニットごとそれぞれの有益感を直接を尋

ねる質問が含まれている。

　実験群は前述したユニットごとのポートフォリ

オ（資料1）と簡略版ポートフォリオ（資料2）

の両ポートフォリオ、統制群は簡略版ポートフォ

リオのみを使用した。

4. 実施手続き

　ポートフォリオの使用による介入を行うため

に、A，B両校の統制群には簡略版ポートフォリ

オ（資料2）のみを配布してもらい、実験群には

ユニットごとと簡略版のポートフォリオの２つの

ポートフォリオを持たせ、授業に関連付けて指導

をしてもらうよう担当教員に依頼を行った。協力

校の事情から、A校は授業中に記入指導を行うが、

B校は授業内では口頭指導のみとし、記入は授業

外でするよう指導することとなった。

　英語担当教諭には実施後に面談による聞き取り

を行った。

5. 回収方法

　調査材料の配布および回収については、実施要

項を添付して調査協力校に届け、各学校で実施し

てもらった。資料の授受は直接手渡しで行った。

Ϭ．結果と考察

のポートフォリオを用いた実験群と、簡略版の

みを持たせた統制群の比較を行ったが、両群の

間に明確な差は見られなかった。一方、授業中

に記入指導をしなかった実験群は統計的に有意

に低い結果となった（2要因（学校，群）の分散

分析の交互作用：F(1, 126)=9.68, p < .01,η2= 

0.04）。加えてユニットごとポートフォリオ（資

料１）と簡略版ポートフォリオ（資料２）に対

する有益感について検証を行ったところ、有益

だと感じている生徒は授業中にポートフォリオ

の指導があった学校（A校）のほうがそうでない

学校（B校）よりも多くなった（簡略版の有益感

（χ2(2) = 5.90, p=0.05, V=0.30）、ユニットごとの
ポートフォリオの有益感（χ2(2) = 4.60, p=0.10, 
V=0.27）。この有益感は記入率と高い相関がみら
れ、簡略版ポートフォリオに記入したのはA校

では41名中39名、B校では24名中2名だった。ま

たユニットごとのポートフォリオに記入したの

はA校41名中31名に対し、B校では24名中9名の

みであった。この結果は統計的にもA校がB校よ

り有意に記入率が高いと示された（簡略版ポー

トフォリオ：χ2(1) = 45.30, p=0.00, φ=0.83 ; ユ
ニットごとポートフォリオ：χ2(2) = 10.36, 

p=0.01, V=0.40）。研究実施後の教員へのアンケ
ートでは、A校はユニットごとよりも簡略版の指

導に時間をかけたとのことだった。この研究か

ら、教師による指導介入が鍵になることが示さ

れた。　

　教科として英語を学んでいる私立小学校6年生

児童24名を対象とした研究（米田, 2013）では、

ポートフォリオを見ると英語学習の意欲が湧くか

という質問に対し、簡略版のポートフォリオでは

「はい」と「いいえ」がともに46%で「どちらと

もいえない」が8%であったが、ユニットごとの

ポートフォリオについては「はい」が71%、「い

いえ」が12%、「どちらともいえない」が17%と

なり、細かいステップを表示したほうが、学習意

欲が湧くという結果になった。

　上記の先行研究では学力や動機づけについて結

果に一貫性がみられず、明確な効果があるとは言

えなかった。そこで本研究では高校生を取り上

げ、有益感の有無の理由や教師の指導等に着目し

て効果の有無と有益感につながる、あるいはつな

日本人高校生の英語学習におけるポートフォリオ使用の有効性と課題
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たは「ない」と思うのか、その理由を自由に記載

してもらった。同じような回答は1つにまとめた

（表1）。見やすくするため、回答があったところ

に色を付け、左の3項目は否定的な意見、次の5

項目は肯定的な意見、そして「どちらとも言えな

い」にまとめた。

　両校とも実験群のほうが理由の記入率が高か

った。このことは、ポートフォリオに対する意識

が実験群にはあったが統制群にはあまりなかっ

たことを示していると考えられる。また、有益感

が「ない」または「どちらともいえない」と回答

した参加者はポートフォリオそのものの存在が

意識されていないか、使用しなかったことが示さ

れた。また、「使用したのにテストの得点が上が

らなかった」ということが有益感につながらなか

ったという理由が少数ではあるがあったことか

ら、得点上昇することでポートフォリオの有益感

に繋がると高校生は考えることがうかがえる。

一方、肯定的な意見では「目標設定」「見直し」

ができるという意見が多く見られた。A校統制群

では割合的に肯定的な回答が多い反面、39名中

15名の記入であったことから、ポートフォリオ

への興味・関心自体が高くなかったことを示して

1.　簡略版ポートフォリオ使用の有益感について

　まず、簡略版ポートフォリオの有益感について

4つの群に質問をした。図１が示すように、どの

群も「どちらともいえない」が多い中で、授業中

に指導を行ったA校実験群の「はい」が若干「ど

ちらともいえない」を上回った。Ⅲ章で述べたよ

うにこの結果は統計的には有意ではあるものの、

40名中17名(42.5%)と半数弱であった。一方、欧

州ミラノでの調査（モロウ, 2013: 169）でも4割

程度であることから、EFLの日本で4割であれば

必ずしも低いとは言えないと考える。

　上記の回答について、なぜ有益感が「ある」ま

図１　「簡略版ポートフォリオは英語学習に役
　　　立ったか」に対する回答
注）図内の数値は度数

　　　表 1　「簡略版ポートフォリオは英語学習に役立ったか」に対する回答の理由（自由回答）　　
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　上記の背景を探るために、簡略版同様、自由記

述式で理由を書いてもらった。表2が示すように

理由の記述率そのものが低い事や、授業中に指導

したA校でも「使わなかった・見なかった」とい

う回答が多かった。B校でも同様であった。ここ

から、小学校の細かいステップが見えたほうが良

かったという研究結果（米田, 2013）とは反対の

結果となった。

3．教師への聞き取り調査結果

　下記結果の背景を探るため、教師への聞き取り

調査を行ったところ、以下のような回答であった。

《A校》

• 簡略版に時間をかけた。書かせるだけでとて

も時間がかかった。

• 研究期間内に2ユニット進んだだけだったの

でユニットごとのポートフォリオを使用する

間が空き、指導する機会があまりなかった。

• 高校生は指導者の影響を受けるので、ポート

フォリオを使うよう教師がこまめに指導すれ

ば生徒も従うが、自分のための自分の振り返

りという意識はあまりないかもしれない。

• 生徒たちは目の前のことで頭がいっぱいであ

り、海外での出来事や自分の学習方法などに

関心を持つ機会がないのではないか。

• ポートフォリオは静かに書き、白紙というこ

とはないが、何の目的のためかを気にする。

評価されたり、人に見られたりするのなら書

きたくないということもある。

• できないことは素直にできないと書いている

日本人高校生の英語学習におけるポートフォリオ使用の有効性と課題

いると考えられる。

　以上の結果から、ポートフォリオのねらいであ

る目標設定や自己評価については、指導した実験

群において気づいていると回答した参加者が１～

３割程度にとどまったことが示された。

2. ユニットごとのポートフォリオ使用の有益感

について

　ユニットごとのポートフォリオの有益感について

使用した両校の実験群に質問をした。図2が示すよ

うに、どの群も「どちらともいえない」が多い中で、

授業中に指導を行ったA校実験群のほうがB校より

も「はい」と回答した人数も割合も多かった。また

「いいえ」については自主性に任せたB校の方が多

くなった。「どちらともいえない」は両校とも約半

数で同程度となった。この結果からは指導を授業中

に行ったA校のほうがB校よりは肯定的な傾向があ

るとは言え、全体的には25%程度であり、必ずしも

肯定的であったという結果にはならなかった。

表 2　「ユニットごとポートフォリオは英語学習に役立ったか」に対する回答の理由（自由回答）

図 2　「ユニットごとのポートフォリオは英語学

　　　習に役立ったか」に対する回答

　　　注）図内の数値は度数
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4.　ポートフォリオの良い点と改善すべき点につ

　　いての参加者の意見

　本来のポートフォリオの目的を達成するには使

用者の意見が重要である。そこで参加者に簡略版

ポートフォリオとユニットごとのポートフォリオ

を使用した際に感じた、良い点と改善点を自由に

質問紙に書いてもらった。なお、内容が重複して

いるものはまとめてある。表現は意味が通じる限

り、参加者の原文を極力採用した。

　この調査結果（表3と表4）から、高校生はCan 

Do、つまり英語力に対するコメントが多いこと

から関心が学力に集中しており、自分の英語学習

の仕方や外国人との交流などへの言及は多くな

い。一方、ポートフォリオの目的である「自己評

価」や「振り返り」の機能については、有効性が

あると評価をしていることが分かる。また、使用

頻度を高めることやつけたい力を明確にねらいと

して示すことを生徒は求めていることが分かっ

た。

　今回の質問紙調査から、ポートフォリオを高校

生の教科書に載せるなど、授業と連動したポート

フォリオを作成することにより、①言語能力の到

ようだ。

《B校》

• 時間が授業内に取れないため生徒の自主性に

任せた。

　Ａ校の聞き取り調査結果から、Ａ校実験群で簡

略版のほうが高い有益感に繋がった理由として、

教師がユニットごとより簡略版のほうに指導をし

たことが影響したと考えられる。先行研究である

米田（2013）の結果とは異なる理由として、教

師が簡略版に時間を割きユニット毎には時間をか

けられなかったことが考えられる。そこから今後

両方に同じように時間をかけて指導した場合、先

行研究と同様の結果が得られるか否か検証する必

要性があろう。

　以上1～ 3節で述べた質問紙の回答および教師

の聞き取り調査結果から、ポートフォリオを有

効に活用するためにはポートフォリオの目的・

効果・指導法・意義について教師の理解を得る

ことと、時間を確保することが重要であり、ま

たそれらが可能になるよう教科書の中に取り込

むなど教材の一部にする工夫が必要であること

が示された。

7 

!"#$%&'()*+,-./0123452)637/89:;9<=+>?,@ABCDEF<G/H,IJF<G@A96J-.<K6323452LMAB!N.6352)OP,N.632-3Q3AR4SB
TBUV!WX7YZ[,\F63<=]^9_`a,bc<B
dU9e.\Gfghi+J/jklmNMAnop2013q9hi2)r6GdUstuNvwx9y47z3{|},~7�<��2�Q/��7���$�2RGvwx9y4,��>�<527���<2��JFAB��9��19���R���9e.\Gfg+J/"#$%&'(>{�,��@A<=,)"#$%&'(9:;!�i!���!��,�3Q��9��>�A522/WX> ¡@A527¢£NMA527¤EF<B!!"!"!"!"#### $%&'()*+$%&'()*+$%&'()*+$%&'()*+,,,,----....////01010101234234234234....56-7+56-7+56-7+56-7+89:89:89:89:++++;<;<;<;<####¥ ¦§9"#$%&'(9:;>¨©@A,)ª�«9�I7¢£NMAB¬5N®«,vwx"#$%&'(2���$�29"#$%&'(>ª��<4�N/¯3°2±²°>_�,��1,-3QLJ�<B6�/[³7¢´�Q3AL9)µ2=QMAB

"#! $%&'()*+,-./012345671 ¯3°¥ ±²@¶.°¥!·¸9¹L-3QM�Q/59º»¼µN½¾¿42À�A¥!:Á7Â ,Ã+A¥!_Ä7Å9º»¼,3A+Ã+A52¥!Æ9_Ä9ÇÈ9\GÉÊËM37Ä+�<¥!·Ì>½¾¿42À�A¥!·¸2+9º»¼L-3QM�QÄ+GÍ@3¥!·Ì>L�2N.AR4,6G<32À�A°¥!�L�¿3¥!-K/ÎÏ/eK52,�3QÃ+FQ3A°¥!ÐÑ;6ÒÓÔ7RKÃ+A¥!�,6A¥!_Ä9ÇÈ9ÕGÖG7N.A¥!_Ä9×Ø7Ã+GÍ@3¥!ÙÚÛÜ625¿¥

!¬9º»¼,ÝÞQ/@A¶.52>ßàáâã@Aä:>åA¥!�æ7ç63¥!èéN-K¥!-K527ê3¥!-Kë763¥!ìí>LQAR4,�Qy�3¥!îï@A527N.63¥!YZð,ªÃcAR4,�¤�Qy�3¥!ñ+@òA¥!5F+Jóô@°7Ã+J63¥!�¹º»¼9õö763°¥!÷øùKJ3,"#$%&'(>@A2[³>úFQ�µ4°¥!û�üý7ç63¥!þÿ>úFÍ@32À4¥!!Â7Ã+G,K3¥

表 3　簡略版ポートフォリオの良い点と改善すべき点
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と、またポートフォリオの長所と改善点を調査し

明らかにしたこと、授業中での記入指導が効果的

な運用に繋がる傾向があることを掴んだことは本

研究の成果である。今回の調査で得られた結果を

さらに修正・発展させることにより、グローバル

社会に太刀打ちできる英語力を持った日本人の育

成につなげていきたい。
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　本研究にご協力くださった協力校の先生方に心

より感謝を申し上げる。本研究は平成23年度科

学研究費助成事業基盤研究(C)課題番号23520765

の研究の一部である。研究の機会を与えて頂いた

ことに感謝する。

　また本論文作成にあたり、助言くださった細川

達目標の明示、②学習者の実際の言語使用の記録、

③「振り返り」のツール、④自律的な学習者の育

成といった本来の目的が達成でき、使用する有益

感も上がると考える。一方で時間的ゆとりがない

という教師の意見も鑑み、これを考慮した教科書・

カリキュラム作りによりポートフォリオを使用す

る枠組みができ、英語力向上と国際的な視野をも

った自律した学習者の育成につながる効果的な運

用ができると考える。

ϭ．まとめ：成果と課題

　本研究は日本人高校生を対象として、質問紙・

教員への聞き取り調査を用いてポートフォリオ

使用の有効性と課題を探った。調査結果から、

ポートフォリオをただ使用するだけでは高い効果

も有益感も期待できないことが示された。一方

で、英語教員がポートフォリオを授業中に指導す

ることが生徒の有益感に影響することが明らかに

なった。また高校生はポートフォリオの中でも学

力への関心が高く、自律した学習者への学習方法

や外国語を使用した交流などについてはあまり関

心がないことが示された。

　本研究の参加者数が少ないことやの地域が限定

されている点が課題として残った。その一方で、

国際社会で活躍できる日本人の育成につながる英

語教育において、世界標準（CEFR）に基づいた

ポートフォリオについて高校生に実施できたこ

日本人高校生の英語学習におけるポートフォリオ使用の有効性と課題
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表４　ユニットごとポートフォリオの良い点と改善すべき点
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資料２　（１）： 簡略版ポートフォリオ　p.1, p.4　（２つ折りにして使用するため左右頁が逆になっている）

資料１：　ユニットごとのポートフォリオ　（斜体字は記入例）
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